
２０１９年度 校内研究のまとめ 
   

１．学校教育目標と校内研究との関連について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．校内研究における２０１９年度～２０２３年度（研究５年目）までの当初目標 

  ◆初期目標（２０１９年度）※本年度 

児童の姿 
どの学年においても、各イマージョン教科が「とても好き」「好き」と答えられ

る児童を７割以上とする。 

研究段階 
各学年１回の研究授業や、校内専門部会による部会研究を行うことにより、よ

りよい就実型イマージョン教育の方向性や指導の在り方を統一していくこと。 

 

◆中期目標（２０２０年度）※全学年完成年度 

児童の姿 どの学年においても、各イマージョン教科が「とても好き」「好き」と答えられ

る児童を８割以上とする。（※今年度の研究成果から、２０２０年度修正） 

研究段階【STEP２】 11 月に就実型イマージョン教育研究発表会を開催する。（学園外部へも案内） 

※当初目標として設定していたが、修正し２０２０年度の研究方針を決定。 

 

◆長期目標（２０２３年度）※研究スタートから５年目 

児童の姿 どの学年においても、各イマージョン教科が「とても好き」「好き」と答えられ

る児童を９割以上とする。 

研究段階【STEP３】 ※２０１９年度初め 未定 

 

 

学校教育目標 

 グローバル社会の担い手として、未来をつくる就実の子を育む 

 

 

目指す児童の姿（※イマージョン教育と関連する項目） 

 ◆誠実に生きる子 ＜素直で、誠意をもって行動する子＞ 

＊「本ものにふれる教育」を充実し、日本人としてのアイデンティティを養います。 

    ⇒日本のよさを実感し、他者へ発信できる場の設定 

  ＊「就実型イマージョン教育」を推進し、真の国際人を育成します。 

    ⇒実践的な英語力を育成するためのカリキュラム作成・授業改善 

    ⇒iPad の活用、プログラミング教育の推進 

 ◆かしこい子＜自ら考え、よりよく振る舞う子＞ 

  ＊全ての児童が、楽しく、分かる、できる授業を行い、学力向上に努めます。 

    ⇒子どもの実態から考える授業づくり （２０１９年度 授業研究の視点➊） 

    ⇒主体的・対話的で深い学びの実現  （２０１９年度 授業研究の視点❷） 

    ⇒学びを実感できる振り返りの充実  （２０１９年度 授業研究の視点❸） 

 

２ 
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３．２０１９年度校内研究の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２０１８年度３月】第１回イマージョンアンケート（児童）を実施  

 １・２年（現２・３年生） ３・４年（現４・５年生） 

English 
１年生…９０％以上の児童が「と

ても好き」または「好き」と回答。 

学年が上がるにつれて、「好き」と回答する児

童は減少傾向。４年生では、半数近くが「ど

ちらかというと好きではない。」と回答。 
Math 

８０％の児童が「とても好き」また

は「好き」と回答。 

P.E 
９０％が「とても好き」または、「好

き」と回答。 

７０％程度の児童が「とても好き」または「好

き」と回答。 

Art 全学年において、９０％以上の児童が「とても好き」または「好き」と回答 

  

 ＊P.Eと Art については、理解度・満足度共にどの学年においても高い傾向にある。 

しかし、English・Math については、学年が上がるにつれて、「どちらかというと好きではない。」と

回答した児童が、約半数近くいた。（２０１８年度 児童実態調査より） 

 

 

 

 

 

 

STEP1  ２０１８年度末  

これまでの課題を発見 

３ 



 

２０１９年度 校内研究テーマ 

児童一人ひとりが「楽しい、分かる、できる」 

と感じられる『就実型イマージョン授業』の開発 

 

 

 

 

 

◆校内研究における２０１９年度目標 

児童の姿 
どの学年においても、各イマージョン教科が「とても好き」「好き」と答えられ

る児童を７割以上とする。 

研究段階 
各学年１回の研究授業や、校内専門部会による部会研究を行うことにより、より

よい就実型イマージョン教育の方向性や指導の在り方を統一していくこと。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の初年度となる２０１９年度は、授業研究を柱とし、すべての児童が「楽しく、分かる、できる」と実感

でき、児童一人ひとりが主体的・対話的で深い学びを実現することができる授業の開発を進めていった。 

 

授業開発以外の具体的な方針 

  ①各学年団≪担任（日本人）＋副担任（イマージョン）≫ 

    ⇒英語に触れる、英語を活用する場面を増やす。イマージョン教員が学校行事や校外学習において

も各学年団の児童と積極的にふれあうことにする。朝の会・帰りの会、給食時間等、日常生活に

おけるあらゆる場面において英語を活用する機会を大幅に増やす。 

 

 ②iPad（教材）の活用 

    ⇒子ども達の知的好奇心を引き出し、自主的に学習に取り組もうとする姿勢を育成する。 

    ⇒個々の習熟度に応じた内容や課題を与えることについても、研究を進めていく。 

 

③児童の身の回りの環境調整 

    ⇒学校内掲示物、放送、朝会等、身の回りのイマージョン環境をさらに整えていく。 

 

④イマージョン教科に関する実態調査（児童アンケート） 

＊年３回・・・実態調査アンケートを実施（７月・１２月・３月） 

 

 

授業研究・授業開発のポイント 

   「楽しい！分かった！できた！」と実感できる English・Math 

STEP２  ２０１９年度初め  

今後の目標と方針を決定 

さらに具体的にポイントをしぼる。 
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◆実践① 校内研究授業の取り組み（年間５回） 

第１回 第２回 

６/１４（金）３年 B 組【Math】 

 

 

 

 

 

・視覚的教材の工夫による理解のサポート。 

・クラスや児童の実態に応じた担任によるきめ細やかなサポート。 

９/２０（金）５年 B 組【English】 

 

 

 

 

 

・児童の意欲を引き出す導入や活動の工夫 

・授業における積極的な iPad 活用 

第３回 第４回 

１０/１１（金）４年 B組【Math】 

 

 

 

 

 

・発表方法の工夫～メディア機器を利用したペアによる共同発表～ 

・授業の振り返り～できるようになったこと・今日分かったことなど～ 

１２/６（金）２年 A 組【English】 

 

 

 

 

 

・日本人教師(担任)による積極的な指導 

・活動におけるルールの徹底と友だちとの学び合い 

第５回 

２/７（金）１年 B組【English（少人数指導）】  

・１年生時の少人数指導 

・独自教材の開発と活動の工夫 

⇒センターアクティビティ 

・児童一人ひとりのペースや実態に応じた指導 

各研究授業後の研究協議会の様子より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STEP３   
２０１９年度１学期～３学期  
授業開発・研究実践 

研究授業後は、よりよい授業

開発のための様々な観点に基

づき、全教員で協議を行っ

た。研究授業後は、よかった

点や課題を見つけ、その後の

授業に生かす取り組みを日常

的に進めていくことができ

た。 

５ 



iPad活用部の取り組み例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆実践② 各研究部会における取り組み 

 授業研究を柱としながら、その他３つの専門部に分かれて、児童の生活環境の調整や学級での取り組みを強化した。 

 

  

 

 

 

 

 

専門部① 

                                   専門部③ 

                 専門部② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内研究チーム（教職員全員） 

授業研究部 

（各学年団） 

＋研究主任・（管理職） 

iPad活用部 

≪研究内容≫ 

・イマージョン授業における

iPad の活用について 

＊各授業での活用 

＊就実タイム 

＊授業の振り返りアンケート 

等 

 

学級経営部 

≪研究内容≫ 

・学級経営におけるイマージョ

ン教育 

＊Classroom English 

＊教室環境の工夫 

＊係活動への導入    等 

 

児童がEnglishにひたる環境づくりを行えるよ

う、様々なアイデアを出しながら専門部ごとに

活動を進めていった。来年度以降も引き続き、

校内における英語環境を整えていく必要があ

る。 

校内環境推進部 

≪研究内容≫ 

・児童の校内生活におけるイマー

ジョン環境の工夫 

＊掲示物 

＊校内放送   等 

2019年度研究の柱 

６ 

グループリーディング

（Journeys Online 利用） 

各授業での活用 

（教師による教材提示） 

English 就実タイムでの活用（Reading，Listening） 

授業の振り返り（授業ノートの提出，振り返りを声で録音） 

校内環境推進部の取り組み例 

 

 

 

 

 

 

 

校内掲示物の工夫 

English による校内放送 

朝、お昼の校内放送、下校放送、

掃除時間など放送はすべて放送

委員会による Englsh 放送にな

った。 

学級経営部の取り組み例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室環境の工夫 使ってみよう！ 

フレーズの掲示 

副担任による朝の会・帰りの会 



 

 

 

 

 

２０１９年度目標の、「全学年において７０％以上を上回る」を達成することができた。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆児童アンケートによる、イマージョン教科に関する意識調査の推移（２０１８年３月→２０１９年７月→２０１９年１２月） 

 

各イマージョン教科について、「とても楽しい」「楽しい」と答えた児童の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

２０１８年度末 

  ３・４年生（現４・５年生）の「English・Math」 に関する調査結果では、約半数の児童が「あまり

好きではない。」と回答していました。 

２０１９年度（イマージョン研究初年度） 

  昨年度３・４年生（現４・５年生）の「English・Math」 に関する調査結果で、９０％以上の児童が

肯定的な回答となっており、「授業が楽しい」と感じられる児童が増えたことは、イマージョン教育に対

する児童の意欲面・理解度の向上において大きな成果の一つだと言えます。 

STEP４  
２０１９年度末  

現段階での評価と課題 
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◆研究の成果と課題 

・全体としては、児童の意欲面の育成において目標値を大きく上回る成果となりました。 

しかしながら、これが全児童において達成できているわけではありません。 

一人の児童も見逃すわけにはいきません。 

 

一人もとりこぼすことがないよう、個別でのきめ細やかなサポートに 

関する研究が必要。 

 

  ・Englishにおいては、「Listening」「Speaking」「Reading」「Writing」の各技能の育成において、 

ばらつきがあります。（日常的な学習の様子とケンブリッジ英検の結果から考察） 

 

「Reading」と「Writing」に関して、技能面の向上を図るための研究   

が必要。（※２０２０教育改革でも、取り上げられています。） 
  

  ・今年度、時程を大きく変更したことで、教職員の校内研究や研修等の時間を毎週金曜日に確保すること 

ができました。このことにより、年間を通して指導者の指導技術の向上、よりよい教材開発を進めていく

ことができるようになりました。 

 

     全学年において、同質かつ質の高い授業と、児童の実態に合わせた 

更なる授業開発を進めていくことが必要。 
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  今年度の研究から見えた課題を改善していくため、今後もよりよい指導について研究を続けていくことが

必要である。今年度の研究結果を踏まえ、入学～卒業時までのより明確な見通しを持つことができるよう、以

下のような①English 学年系統表を本年度作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、各学年の②イマージョン教科指導計画と③English 評価規準表を本年度作成することができた。 

２０２０年度以降の計画的な指導と評価に生かすこととする。 

①English各学年系統表 ②イマージョン教科年間指導計画 ③English評価規準表は、別紙の通り。 

 

来年度以降も、研究の中期・長期目標に沿って校内研究を継続していくこととする。 
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STEP５ 
２０１９年度末～２０２０年度  
来年度に向けた取り組み 


